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藤
野
豐
編

歴
史
の
な
か
の
「
癩
者
」

こ
こ
に
紹
介
す
る
本
に
つ
い
て
は
、
九
七
年
十
一
月
の
編
集
会
議
の

席
上
、
小
生
に
案
内
す
る
よ
う
手
渡
さ
れ
た
。
発
刊
か
ら
一
ヶ
年
半
を

へ
て
い
る
が
、
書
籍
案
内
と
し
て
書
く
こ
と
と
し
た
。

こ
の
本
は
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
四
人
の
執
筆
者
が
夫
々
の

章
を
分
担
し
、
藤
野
豐
氏
が
編
者
と
な
っ
て
い
る
。

主
な
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
一
章
古
代
・
中
世
の
「
癩
者
」
と
宗
教

ｌ
差
別
と
救
済
Ｉ
小
林
茂
文

第
二
章
近
世
癩
病
観
の
形
成
と
展
開

鈴
木
則
子

第
三
章
隔
絶
の
な
か
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

藤
野
豊

第
四
章
「
戦
後
民
主
々
義
」
の
な
か
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

藤
野
豐

第
五
章
法
的
差
別
の
撤
廃
に
向
け
て

後
藤
悦
子

こ
こ
に
記
し
た
執
筆
者
の
方
々
は
人
文
系
の
研
究
者
で
あ
り
、
ヒ
ュ

－
マ
ニ
ズ
ム
の
基
盤
の
上
に
た
っ
て
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
差
別
を
撤

廃
す
る
た
め
の
闘
争
の
歴
史
を
、
多
く
の
資
料
、
文
献
を
用
い
て
書
き

上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
ま
ず
敬
意
を
表
し
た
い
・

実
を
申
す
と
、
小
生
は
最
近
、
横
浜
の
増
田
癩
治
療
所
の
研
究
を
は

じ
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
治
四
十
年
に
横
浜
市
医
師
会
が
発
足
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経

過
の
中
で
二
人
の
増
田
医
師
が
活
躍
す
る
。
し
か
し
二
人
共
二
年
位
で

医
師
会
史
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。
こ
の
二
人
の
姓
名
と
住
所
な
ど

は
判
明
し
た
が
、
ど
ち
ら
が
癩
治
療
所
に
か
か
わ
っ
た
医
師
か
不
明
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
本
を
読
む
う
ち
に
、
第
三
章
の
第
二
項
「
帝
国
日

本
」
と
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
の
中
に
〃
隔
離
の
実
態
″
（
第
一
六
○
頁
）
の

冒
頭
で
、
増
田
勇
医
師
（
皮
盾
科
開
業
医
）
の
〃
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
基

本
的
に
は
「
人
道
問
題
」
で
あ
る
と
す
る
「
癩
病
と
社
会
問
題
」
と
い

う
著
作
″
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
隔
離
に
反
対
し
た

増
田
勇
医
師
は
、
医
師
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
増
田
勇

医
師
と
思
わ
れ
る
人
物
が
結
節
癩
患
者
を
治
療
し
て
い
る
写
真
を
、
宮
古
南

静
園
の
菊
地
一
郎
園
長
が
論
文
に
紹
介
し
て
い
る
）
。

こ
の
よ
う
に
史
実
が
掘
り
お
こ
さ
れ
る
と
、
問
題
は
ぐ
っ
と
せ
ま
っ

て
く
る
。

臨
床
経
験
五
十
年
近
い
小
生
に
も
、
か
っ
て
三
人
に
診
断
を
下
し
た

経
験
が
あ
る
。
一
人
は
金
持
の
イ
ン
ド
人
。
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
病
院
に

行
け
ば
一
般
病
棟
に
入
れ
る
と
云
う
と
、
非
常
に
感
謝
し
て
渡
米
し
た
。

も
う
一
人
は
医
局
出
入
り
の
若
い
商
人
。
プ
ロ
ミ
ン
を
内
服
す
れ
ば
必
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現
在
は
法
律
の
廃
止
に
伴
っ
て
規
則
も
廃
止
さ
れ
た
。
患
者
は
社
会

保
険
診
療
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
再
興
感
染

症
と
し
て
中
南
米
か
ら
の
帰
国
者
、
臨
時
労
働
者
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
別
の
意
味
で
新
し
い
偏
見
や
差
別
を
危
愼
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
か
ら
も
本
著
を
読
ん
で
患
者
の
受
け
た
偏
見
、
差
別
の
問
題

ら
ず
癒
る
と
説
得
す
る
も
、
「
入
園
」
は
い
や
だ
と
失
除
し
た
。
他
の
一

人
は
某
大
会
社
々
員
。
「
先
生
、
私
が
誰
か
わ
か
り
ま
す
か
。
」
、
「
？
、
？
」
、

こ
の
人
は
六
’
七
年
前
獅
子
面
に
近
い
結
節
形
成
で
「
入
園
」
し
、
プ

ロ
ミ
ン
で
ほ
ぼ
治
癒
。
退
園
し
て
挨
拶
に
み
え
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
会
社
は
何
年
か
前
に
減
首
と
な
っ
て
お
り
、
遂
に
社
会
復
帰
は
出

来
ず
、
再
び
「
園
」
に
も
ど
っ
て
い
か
れ
た
。

た
っ
た
三
例
で
あ
る
が
、
誤
解
、
偏
見
、
差
別
の
問
題
を
深
く
考
え

さ
せ
る
事
例
で
、
藤
野
豐
氏
編
の
こ
の
本
を
読
め
ば
、
こ
皇
に
記
し

た
よ
う
な
誤
解
、
偏
見
、
差
別
が
古
代
か
ら
現
代
ま
で
ど
の
よ
う
に
患

者
の
上
に
加
え
ら
れ
た
か
を
通
観
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
え
て
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
か
っ
て
の
「
ら
い
予
防
法
」
の

施
行
規
則
第
二
条
四
ノ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
〃
前
項
の
書
面

（
註
、
医
師
の
届
出
書
の
こ
と
）
は
、
表
面
に
親
展
の
表
示
と
し
、
且
つ
、

そ
の
左
下
隅
に
⑬
と
朱
書
し
た
封
筒
に
入
れ
て
封
を
す
る
も
の
と
す

る
。
〃
診
断
を
下
し
た
医
師
は
右
の
よ
う
に
知
事
に
直
接
届
出
た
。

即
ち
、
届
出
の
時
点
か
ら
極
秘
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
を
口
実

に
）
と
い
う
「
差
別
」
を
、
患
者
の
知
ら
な
い
紙
の
上
で
行
っ
て
い
た
。

厚
生
官
僚
の
作
る
施
行
規
則
と
い
う
も
の
が
、
実
は
眼
に
つ
か
な
い

「
差
別
」
を
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

を
多
角
的
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
う
。

（
中
内
淳
酬
）
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